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出所：ブルームバーグのデータを元にティー･ロウ･プライスが作成。ティー･ロウ･プライス 世界厳選成長株式マザーファンド（以下、ファンド）が
ASMLを組入れる前の組入比率は、ファンドと同種の運用手法で運用されているコンポジットの代表的な運用口座について記載。それ以降の組
入比率はファンドの純資産に対する比率を記載
期間：2 0 1 6年12月末~2019年9月末（代表的な運用口座の組入比率は四半期ベース、ファンドの組入比率は日次ベース）

ティー･ロウ･プライス通信では、金融市場、経済環境、注目セクター、銘柄、金融市場を動かすトレンド等に対するポート
フォリオ・マネジャーの見方をご紹介します。

2020年は次世代通信規格「5G」の商用サービス本格化が見込まれます。5Gの普及に伴い、AI（人工知能）、自動
運転等、最先端テクノロジーの利用が拡大し、我々の生活に大きな変化をもたらすことが想定されます。

最先端テクノロジーの普及に欠かせない半導体市場に目を向けると、半導体メーカーは微細化（より細い配線を半導体
内部に刻みこむことで一定面積に内蔵できるトランジスターの数を増やす）を通じ半導体の処理能力を向上させてきまし
た。しかしながら、微細化に欠かせない従来型のリソグラフィー技術が物理的限界に達し、近年、そのペースが鈍っています。
第3号となる今回は、注目銘柄として微細化ペースの再加速を可能にする技術を有する唯一の会社、オランダのASML
ホールディングスをご紹介します。

引用した個別銘柄等は情報提供を目的として記載したものであり、特定の国・業種・個別銘柄を推奨するものではありません。また、当社ファンドにおける保
有・非保有および将来の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リス
クもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元本を割り込み損失が生じることがあります。詳しくは投資信託説明書（交付目論見
書）をご覧ください。
巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。
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参入障壁の高い業界で卓越した技術力・価格競争力を誇るASMLホールディングス（オランダ）

ティー･ロウ･プライス 世界厳選成長株式ファンド

作成基準日：2019年10月18日

お客様向け資料

業務内容
露光装置（ガラス板に電子回路のパターンを描いたフォトマスクを高性能なレンズで縮小し、シリコンの板に強い
レーザー光を照射して感光させる）に特化した半導体製造装置メーカー

投資のポイント

半導体需要増・性能強化の動きは今後も継続
最先端テクノロジーの利用拡大に伴い高性能半導体に対する需要は今後も拡大すると予想
参入障壁の高い業界で寡占的地位を誇る
半導体製造における最も重要なプロセスを担う露光装置の中でも次世代技術の EUV (Ex t r em e  
U l t r a v i o l e tの略 )リソグラフィ装置を製造する唯一のメーカー
A S MLはEUV技術の市場化に10年の歳月と100憶ユーロを投資し、 20 20年には超高額（平均価格 1憶
3 , 0 0 0万ユーロ、ティー・ロウ・プライス推定）の EUVリソグラフィ装置の大量販売に乗り出す見込み

欧州の独立系半導体研究機関の IMEC
（ Interun ivers i ty  M icroe lectron ics  
Center)、部品メーカー、他の製造業と密接
に連携し、他社の技術を積極的に採用

部品を内製化せずシステム構築
の役割に特化し、納品時に顧
客のニーズに合わせカスタマイズ
することで知識を蓄積

EUV リ ソグラフ ィー技術の共
同開発プログラムを提案し、
インテル、TSMC、サムスン電
子から出資を受入れることで
開発リスクを分散、開発期間
短縮化を図る

同社の成功の秘訣

（ユーロ）株価の推移と投資行動

研究開発
リスクを
分散

オープン
イノベーション

分業主義

ファンド設定
（2 0 1 9年5月28日）

徐々に
買い増し
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ティー・ロウ・プライス 世界厳選成長株式ファンド

追加型投信/内外/株式
Aコース（資産成長型・為替ヘッジあり）/Bコース（資産成長型・為替ヘッジなし）
Cコース（分配重視型・為替ヘッジあり）/Dコース（分配重視型・為替ヘッジなし）
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引用した個別銘柄等は情報提供を目的として記載したものであり、特定の国・業種・個別銘柄を推奨するものではありません。また、当社ファンドにおける保
有・非保有および将来の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リス
クもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元本を割り込み損失が生じることがあります。詳しくは投資信託説明書（交付目論見
書）をご覧ください。
巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。
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当資料は、ティー･ロウ･プライス・ジャパン株式会社が作成したお客様用資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。投資信託は、値
動きのある有価証券等を対象としているため、投資元本を割り込み損失が生じることがあります。投資信託は、預金または保険契約ではないため、預金保
険および保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。また、金融機関の預貯金と異なり、元本および利息の保証はありません。銀行等の登録金
融機関でご購入いただく投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定
（いわゆるクーリング･オフ）の適用はありません。当資料に記載の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運
用成果を示唆あるいは保証するものではありません。当資料内で表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。当資料は信頼できると考えられる
情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。当資料における見解等は資料作成時点のものであ
り、将来事前の通知なしに変更されることがあります。

当資料のご利用にあたっての注意事項
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